
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和６年度 

介護労働講習（実務者研修を含む） 

実施期間 ６月１８日～１１月２５日 

（公財）介護労働安定センター 

鹿児島支部 

掲載している写真・氏名等の個人情報につきましては、予めご本人の承諾を得て掲載しています。 



 

鹿児島支部での受講者２１名の皆さん、介護労働講習修了おめでとうございます。 

コロナウィルス感染拡大時から、少しずつ感染前の日常へと戻りつつある中、今度はインフルエンザの

流行もありましたが、何とか無事に修了式を迎える事ができ、とても嬉しく思っております。 

 今年は、昨年１月から入職したフレッシュなアドバイザー職員が、受講者の皆さんからたくさんの協力

をいただきながら修了となりました。また、年齢差、男女を厭わないとても仲の良い受講者の皆さんでし

た。経験者も未経験者も、介護に興味を持った一集団が日々を重ねるごとに志を同じくする仲間と形を変

え、修了を迎える事となりました。年齢も今までの職種も違う人達が、志（資格を取得し介護の仕事に就

く）を持って過ごした時間は、一生忘れられないものになることでしょう。修了前の皆さんの感想に記載

されていた「介護の 3原則」「笑顔」を忘れずにいてくださいね。 

 「一期一会」は、一生に一度の出会いを大切に、出会った人とはもう会えないかもしれないという意味

で解釈されていますが、本来は、いつも会っている人でも今の出会いはこの一瞬の一度限り、もう二度と

会えないかもしれないという覚悟で大切にその人に接するという意味があるそうです。 

 新たな職場で出会った人、今まで出会った人（センターで学んだ仲間、講師の方々、友人、家族等々）

を、そして明日からの利用者様との出会いを大切に、これからの日々を過ごしてほしいと願っております。 

                                                   

鹿児島支部一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修了者へ贈る言葉 

修了おめでとうございます 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護に関して、まったく初め

てだったので、知らないことが

多く、講習中は学びがたくさん

あり新鮮でした。介護は奥が深

い分野だと思いました。 

介護についての正しい知

識（尊厳・自立支援・安心安

楽）について学べた事が良か

ったです。三大介助（食事・

入浴・排泄）ができれば良い

と思っていましたが、そうで

ない事を学べた事は大きな

意義がありました。 

 

思っていたよりも内

容が難しく、医療系や実

技は特に大変でした。 

「尊厳」という言葉を

毎日のように聞き、介護

へのイメージが大分変

わりました。 

この 6 か月間、介護の分野

を学べただけでなく、人とし

ても大きく成長できたように

感じます。この講習に参加し

てよかったと心から思いま

す。これから大変なこともあ

ると思いますが、この講習で

学んだことを活かしながら精

一杯頑張ります。 

講習を通し、いろんな

年代の、いろんなそれぞ

れの意見も聞く事がで

き、勉強になりました。 

 

今年度は２１名が講習を修了し、それぞれの道へ進んでいきました。 

修了者の感想をご紹介します。 

講習を終えて 



 

 

丸山顕司 さん  令和 5 年度 修了者 

 
Q 介護労働講習で学んだことは？ 

A 介護の仕事自体初めての職種という事で、「自分でもできるの

か？」と不安がありましたが明るく楽しい講師の方々や介護労働安

定センターの皆さんのサポートのおかげで 6 ヶ月の期間でしたが、

あっという間に過ぎた感じでした。利用者様の尊厳を尊重して接し

傾聴しながらのコミュニケーションがいかに大事かを知り、怪我をさ

せない為の介護技術など多くの事を学ばせていただきました。 

Q 実際に介護の仕事に就かれた感想は？ 

A 
 
 
 
 

コロナ禍の影響もあり実習ができなかったので、仕事に就いてから現場を知る事にな

りました。最初は顔と名前を覚える事や仕事の流れをつかむまでは大変でしたが、先輩

方が同じことを何度聞いても優しく教えてくださり、サポートしてくれたおかげで利用者様

とも楽しく日々の仕事をさせていただいています。 

Q 講習内容などについてのご感想は？ 

A 全く知識の無かった自分ですが、介護の基本から丁寧に教えてもらい介護に関わる知

識や技術それから医療の知識も知ることができました。講師の先生方がユニークでとて

も楽しい講習を受けられました。現場でもすぐに活かせるスキルを学ばせて頂き「これか

ら頑張ってやっていこう！」と自信を持てるようになりました。 

Q これから受講される方へメッセージをお願いします 

A 私と同じように未経験で受講される方もいらっしゃると思いますが、必ず自信がつきます。不

安な事や分からない事は講師の先生方が優しく丁寧にそして介護の先輩としてご教授してくれ

ます。また、同じ志をもった仲間ができお互いに高め合うことが出来ます。人見知りの自分も変

われたので、あとは踏み出す一歩です。辛い事や悲しい事があっても乗り越えられ自分自身の

成長も感じられると思います。 

事業主様から一言 

社会福祉法人清風会 特別養護老人ホームとそ清風園 

事務長  丸野 知子 様 

Q 普段の仕事ぶりはどうですか？ 
A 入職当初は、慣れない事も多く戸惑う事や不安に感じる事もあったと思いますが、介

護労働講習で学んだ知識や技術を実際の介護の仕事に役立てる事で、介護職員として

自信をもって仕事に励んでいると思います。また、温和で落ち着いた性格で、利用者の

方に安心感をもっていただけると同時に他の職員と協調性をもって仕事に臨み、信頼の

おける仕事ぶりを発揮されています。 

Q これから受講される方へメッセージをお願いします 

A 介護の仕事は大変そう…できるか不安…と感じる方もいらっしゃると思いますが、今介

護の仕事に就いている職員も、最初は皆同じです。介護労働講習で学んだ知識や技術、

一緒に働く仲間が支えとなって、成長していく喜びにつながると思います。利用者の方々

の生活を支える大切な仕事であり、大変さもありますが、やりがいをダイレクトに実感で

きる仕事ですので、是非頑張ってください!! 

就職先を訪ねて 


